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３．自然再生事業の実施計画及び効果 

 

3.1 第一期計画 

 

（１）概要 

 

 ・期間       ： 三年間程度 

・自然再生する形態 ： 田んぼ、湿地、ため池、草地、野川の河川環境、池（地下水位

モニタリング用） 

 

（２）水源 

 

●事業対象区域内で確保する。 

・野川から導水した水を利用する。（出水時は導水しない。） 

・渇水期には、ため池に貯水した水を利用する。 

・補助水源として、どじょう池からの排水を活用する。 

 

（３）整備概要 

 

 ・整備概要は次の通りである。 

箇所 西側（上流側） 東側（下流側） 

第一調節池 ①野川からの導水 

②ため池Ⅰの整備 

①湿地の整備 

②田んぼの整備 

③池（１ｍ程度掘り下げ、調節池底面の地下

水位をモニタリングする。他の施設とは水

路では結ばない。） 

第二調節池 （東側で行う整備を踏まえ、

事業対象地区として現状を

維持する。） 

三種類（土壌を掘り起こし柔らかくする、植

物の種類を変える、踏圧の強弱をつける）の

方法による整備（草地化） 

野川 ・野川から第一調節池のため池への導水管の整備 

・淵の整備（河床を掘る） 

・水涸れ対策（河床への粘性土張） 
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      主となる用水       渇水期等の補助的な用水      既存の用水 

図－3.1 第一期事業における整備模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※田んぼに水が不要な時期は、田んぼ周りの水路を介して湿地へ水が流れるようにする。 

      主となる用水       渇水期等の補助的な用水      既存の用水 

図－3.2 第一期事業における整備模式図（第一調節池）（その１） 
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第二調節池 
植生復元を観察す
る調査区を東端に
設け調査・観察し
ていく。 

田んぼ

どじょう池 

湿地 

野川から
の導水

ため池

水路 

第一調節池 
田んぼ、湿地、ため池等の整備を
行う。第二期事業に向けて課題等
を検討しながら段階的に整備して
いく。 

池 
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図－3.3 第一期事業における整備模式図（第一調節池）（その２） 
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（※詳細な位置については現地利用者等と協議を経て決定していく。） 

図－3.4 第一期事業における整備模式図（第二調節池） 

 

 

立入禁止とする。
→柵（or ロープ）、看
板を設置する。 

●草地化 
土壌を掘り起こし柔
らかくし、植生の変化
を調査する。

●草地化 
植物の種類を変えて
成長の違いを調査す
る。 

●草地化 
立入の制限・非制限地
区を設け、踏圧の強弱
による植物の生育の
違いを調査する。 
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（４）活用できる水量から考えられる施設の大きさ 

 

－１）田んぼ、湿地 

 

・モニタリングを主目的とする施設整備であるため、田んぼと湿地の大きさは同じとする。 

・渇水期に確実に確保できる最低限の水量から、施設（田んぼ、湿地）の大きさを計算する。

渇水期の水の回転率は３日に１回転とする。ただし、どじょう池で１日利用しているため、

田んぼは２日目の水、湿地は３日目の水を利用することとなる。 

・13ｍ3／日の水量を水深 0.1cm の施設で利用することから、田んぼ及び湿地の面積は 130

㎡となる。どじょう池は円形であるが、田んぼ・湿地は方形に整備する。整備規模は、お

およそ１辺 11.4ｍ四方の大きさとなる。 

 

 

 

 

        どじょう池   田んぼ 

                           湿地 

表－3.1 田んぼ及び湿地の整備規模 

条件 確保可能な

水量 

水の回転率 「田んぼ」の整備

面積 

「湿地」の整備

面積 

どじょう池の排水の

みを利用する場合 

13ｍ3／日 ３日に１回 130 ㎡ 130 ㎡ 

 

－２）ため池 

 

・どじょう池と同様に 13ｍ3／日の水を１ヶ月間、毎日供給するためには、水深１ｍとして、

390 ㎡の面積が必要となる。 

・しかし、ため池を整備する位置等を考慮すると、上流部の幅が 20ｍ程度しかないことか

ら、現状の利用への影響や安全上の観点から規模の大きな施設を整備することは難しい。 

・よって、現在整備可能な面積を考慮すると、円形の池とした場合、直径 13ｍ、水深１ｍ

として最大 130ｍ3 の水量を貯水するため池を整備することになる。これは、田んぼや湿

地に供給できる最大 10 日分の水量となる。 

表－3.2 ため池の整備規模 

ため池の面積 130 ㎡ （水深１ｍ） 

 


